
2012年4月、桑名市民病院と山本総合病院、平田循環器病院が統合され、「最良の医療を提供し、地域の皆さまから信頼
され必要とされる病院」を基本理念とする桑名市総合医療センターが誕生しました。4年後の2018年には新病棟も完成し、
桑員地区の急性期医療を担う中核病院としての役割を果たしています。統合時に導入されたMAGNETOM Sempraの
有用性について放射線科 川口達也 部長、中央放射線室 園田伸一 室長、 堀 直之 技師にお話をうかがいました。

地方独立行政法人　桑名市総合医療センター
所在地：三重県桑名市寿町三丁目11番地

お話をおうかがいした先生
放射線科　 川口達也 部長
中央放射線室　園田伸一 室長
中央放射線室　堀 直之 技師

主なご導入装置：
MAGNETOM Skyra
MAGNETOM Sempra
SOMATOM Definition Flash
SOMATOM Perspective など

MAGNETOM Sempra(以下、Sempra) を導入された経緯をお
聞かせください。

川口部長　当センターは3施設の統
合の後、本年、新病棟の建設ととも
に完成致しました。この3施設のうち
2施設にはMRI装置が導入されてい
たため、装置移設も検討したのです
が、2台中1台が古かったこともあり
移設は諦め、新たに2台のMRIを導
入するに至りました。検査数や検査
内容を考慮し、3テスラ1台、1.5テス
ラ1台を導入する計画になりました。

装置単体の初期投資費用やランニングコストだけでなく、移設費用
や既設のMRIを止めるタイミングとその期間の損失、既設装置があ
と何年使えるかなどさまざまな角度から考えた時、新センターには、
3テスラで実績の豊富なMAGNETOM SkyraとSempraを採用
することによっていろいろな面でのロスが少ないのではないかと
考えました。

堀技師　装置選定の中で、最も重
要視したことは検査の効率性です。
装置の導入に伴って、操作方法を一
から覚えなければならないというこ
とは避けたいと考えていました。2
施設ではSiemens Healthineers
のMRI装置を使用していましたので、
Sempraであれば撮像・処理を行う
ユーザーインターフェイスに大きな
変化がなく操作しやすいうえに、新
たに機能が追加されているのは魅力的でした。今まで使ってきたと
いう自信もあり、MRI専任の技師でなくても夜間や救急対応時でも、
困ることは少ないだろうという考えも選定の大きな理由です。

川口部長　プロトコル名を言えば、どういう画像が得られるかとい
うことをお互いが常に分かっていることは、非常に重要だと思って
います。メーカーが変わると改めて、共通認識を持たないといけな

くなり、効率性は損なわれると思います。

園田室長　MRI装置に限らず、画
像診断機器全般がsyngoのプラッ
トフォームで基本的に変わらないこ
とは、放射線科全体にとって良いで
すね。モダリティを限定せずさまざ
まな装置のプラットフォームが共通
で、CTでも血管撮影装置でも同様
に操作できる点も好評でした。

堀技師　当院にはSiemens HealthineersのCT、血管撮影装置、
MRIがあり、とっさの対応が必要な場面でも感覚で操作ができ、
モダリティが変わっても、同様の操作で検査ができる、そこがとて
も気にいっています。

 Sempraを使用してのご感想をお聞かせください。
堀技師　以前の装置と比べるとSempraでは使えるシーケンスが
増え、さまざまな撮像が可能になりました。またDotエンジンの
Auto Align機能も有用です。例えば、頭部撮像断面の角度を視
覚的に判断する場合、どうしても操作者によってばらつきが出てし
まいますが、Auto Align Headを使うことで、撮像断面が統一さ
れ再現性が高くなりました。加えて、Auto Align Spineを用いて
脊椎検査の撮像計画を行った場合、これまで1つずつ椎間、椎体の
撮像断面を手動で合わせなければならなかったものが、広範囲に
わたって自動的に調整されるため、検査効率が格段に上がったと
感じています。撮像計画の手順が変わったことで、当初は少し戸惑
いもありましたが、今ではMRI専任の技師でなくてもスムーズに
検査を行えるようになっています。

川口部長　Dotエンジンに関して私はいい意味で、あまり意識せ
ず読影ができています。解剖学的情報にもとづいた撮像断面の自
動調整がうまく機能している証拠ではないでしょうか。検査ごとに
撮像範囲や撮像断面にばらつきがなく、意識せずに読影できるの
は素晴らしいと思います。

川口 達也 部長

静磁場強度の違いで検査の振り分けはされていますか。
堀技師　放射線科としては、静磁場強度の違いで検査の振り分け
はしていません。診療科の先生にも予約状況をご確認いただき、
検査の都合の良い方でオーダーいただいています。

川口部長　検査の大半を占めるルーチン検査において1.5テスラ
だから診断できないとか、3テスラで撮像しておけば良かったとい
うことは、ほとんどありません。診療科の先生方のご要望にはお
応えしますが、1.5テスラのSempraの画像では読影できず3テス
ラのMAGNETOM Skyraで再検査の依頼があったケースは1例
もありません。

長年ご運用になっていた1.5テスラ装置や併設する3テスラ装置と
比較して、どのようなご印象をお持ちでしょうか。
川口部長　15年前の前装置と比べると、特にディフュージョンの歪
みや脂肪抑制の効き具合が圧倒的に違います。例えば腹部検査の
場合、SempraではT2強調画像の脂肪抑制が均一に、そして十分
に効いています。造影検査でも同じようにT1強調画像の脂肪抑制
がしっかりと効いているので、乳腺撮像を行っても安定した画像が
得られています。15年間の技術革新は素晴らしいですね。

堀技師　川口先生からお話のあった腹部検査では呼吸が非常に
安定している患者さんの場合、3テスラの方が良い画像が得られる
ことが多いですが、一方で呼吸アーチファクトが目立つので、患者
さんの呼吸の状態によって一概にどちらが良いとは言えません。
実際にMRCPの撮像は1.5テスラできれいに撮像できています。

園田室長　一般的に3テスラに比べて1.5テスラは本体価格が低い
ため、ルーチン検査における画質が3テスラに遜色ないのであれば、
コストパフォーマンスが高いと言えます。さらにSempraはランニ
ングコストにも配慮した設計になっているので、コストパフォーマン
スはより高いのではないかと思います。

装置購入を検討されているご施設にアドバイスがあればお教えく
ださい。
川口部長　装置を購入する際は価格に見合った性能差は少なから
ず出てきます。例えば、撮像断面のスライス厚を極端に薄くしてい
くと、装置の性能によって、同じ薄さ・同じ枚数の画像を得るため

の時間に差が出てくることはあり得ます。 その一方でSempraは、
われわれがルーチン検査に要求するスピードは十分に出してくれ
ています。言い換えると、Sempraで対応できないスピードの要
求は、通常の検査の中ではほとんどないということです。装置に
何を要求するかによってですが、例えば通常の検査オーダーの中で、
患者さんが無理なく息止めできるために必要なスピードや、高分
解能な造影ダイナミックの多時相撮像にも十分に対応できます。
そういうレベルのスピードや、画像の薄さに対して、不満がない装
置です。繰り返しになりますが、費用対効果という面も含めて非
常にバランスのとれた、日常診療においては十分要求を満たして
くれる装置と言えますし、今では良い選択をしたと思っています。

Siemens Healthineersのサービス体制に対するご感想をお聞か
せください。
園田室長　Sempraに限ったことではありませんが、Siemens 
Healthineersのサービス体制には満足しています。特に、不具合
があった時に電話応対の中でおおよその故障箇所を探り当て、
その時点で部品の手配を行い、迅速に修理対応にあたれる体制
を維持していることを非常に高く評価しています。Siemens 
Healthineersの製品は、多くの稼働施設があり、不具合や故障な
どのデータをきちんと蓄積し、管理されているからではないかと思
います。このようなサービス体制が信頼につながっていると感じて
います。

(2018年8月9日取材 )

園田 伸一 室長

堀 直之 技師
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